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庁議の概要 

開催日 平成 22年 7月 13日（火） 

 

◎項  目 

１ 口蹄疫対策について【農業振興部】 

２ ９月の広報計画について【総務部】 

３ 各部局等の動向について【各部局等】 

 

◎内  容 

１ 口蹄疫対策について【農業振興部】 

 農業振興部から口蹄疫対策について説明を行った。 

【概要説明】 

・7月 4日に宮崎市で発生を確認して以降、9日間は発生が見られていない状況であり、このまま発生が

なければ、7月 27日にも宮崎県全域で正常化宣言、移動制限が解除される見通しである。 

・本県への侵入防止対策については、引き続き宿毛湾港と空港での消毒を実施している。 

・国の防疫措置実施マニュアルに対応した高知県版のマニュアルと行動指針について改定作業を行って

いる。中でも重要になるのが埋却地の確保であり、7 月 8日現在、28市町村で選定をしている。あと 5

市町村についても、県を含めた関係者が順次市町村に入って候補地の選定を行う。また、マニュアルに

基づく行動指針については、7 月中旬には確定させ、現場へ説明するとともに、農家、市町村、ＪＡ等

に説明を行い、周知を図っていきたい。 

 ・7月 23日には関係部局長会議を開催し、再度、口蹄疫に対する緊急対策について依頼、周知を図る。 

 

２ ９月の広報計画について【総務部】 

 総務部から、９月の広報計画について説明を行った。 

【概要説明】 

 ・8月の広報計画について、アンテナショップのオープン日が決まったため、内容を調整した。「さん SUN

高知」8月号の県政ピックアップでは、「8月 21日オープン」というタイトルで内容を紹介する。15日

放送の「おはようこうち」では、商品を出す県内事業者側の視点からの番組作りをコンセプトとし、ア

ンテナショップの機能も紹介する。また、19 日と 24 日のラジオ放送では、東京と電話で結ぶことで臨

場感を出しながらオープン前後のそれぞれの状況を伝える。 

 ・9月の広報計画について、「さん SUN高知」の特集では、健康長寿県構想の 3回シリーズの最終回とい

うことで、医療について取り上げる。また、県政ピックアップは、龍馬博の開幕からの状況と、後半戦

に向けてできるだけ県民にも取り組みに参加して盛り上げていただき、その結果、ポスト龍馬博につな

がるような流れに持って行けるような記事にしたい。また、国勢調査について、9 月の調査員訪問に合

わせて協力を要請する記事を予定している。 

 ・テレビの特別番組は、アンテナショップのオープン前後の動きや地産外商戦略の具体的な取り組みを

アピールする。9月下旬に放送予定。「おはようこうち」は、9月 5日にアンテナショップについて開店

後の映像も盛り込み紹介する。12 日は新規就農と移住促進について、19 日には健康増進普及月間と 3

年間の任期の切り替え時期に合わせて民生委員さんの活動を、26 日には 10 月から始まる観光フォトス
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ポットの選定投票について取り上げる。 

 ・ラジオ対談番組は、7日は 10日から 16日の自殺予防週間に合わせた内容を、14日はテレビと連動し

て新規就農の取り組みについて取り上げる。16日、21日は健康増進普及月間に合わせて民生委員の活動

と連動した内容を、23日、28日、30日と 10月にかけて地域アクションプランを 7つのブロック別に紹

介する。 

 ・テレビの「県民ニュース」の対談・リポート形式では、林業の就業希望者や高校生への林業体験を、

アナウンサーの読み上げは若手人材育成塾や検診の受診勧奨を重点テーマとする。 

・学力テスト結果については、公表時期がまだ不明確なため、それも踏まえた上で、どういう広報をす

るか、教育委員会と今後、調整していきたい。 

 

（知事） 

・学力テストの結果については、テレビとラジオで速報的に繰り返して放送するのがいいのではないか。 

 ・「県民ニュース」は、ゴールデンタイムの直前なので、テレビをつけている人が多く、視聴率が非常に

高い。今までは試験や講習会の案内等が多かったが、従来の発想を転換して、これからは県がアピール

したいポイントをスポット的に広報し、効果的に使ってほしい。 

 

３ 各部局等の動向について【各部局等】 

総務部が取りまとめた各部局の今週の動きに関する資料を配布の上、概要説明を行った。 

（知事） 

・8月、9月の宿泊施設の予約状況をできるだけ早めに把握してほしい。龍馬伝が第三部になったことも

あって高知県の露出度は落ちてくるだろう。これに対して、観光客がどのくらい減ってくるか。もし減

ってくるならば、龍馬博を成功させるためにも、下支えのための政策を早めに打っておかなければなら

ない。その際の判断材料として、先々の動向を把握することが必要になる。龍馬博もまだアクセル、ブ

レーキを踏み分けていかなければならない時期だ。飛行機やＪＲも含めて全方位で情報収集するように。 


